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研究成果の概要（和文）：本研究は、北米(アメリカ合衆国およびカナダ)・カリブ海地域の現代ツーリズムに対
するネオコロニアリズムの影響と推移を辿るものである。三名の研究者は、各々が研究対象国での現地調査を行
った上で、各国地域にみられるこれまでの植民地政策の、文化的・社会的及び政治的影響について文献実証的に
確認した。また現代のツーリズムが、こうした植民地政策の影響をいわば歴史的遺産として引き継ぐ形で商業化
されていることを確認し、旧宗主国と旧植民地との経済的及び政治的不均衡を再生産するシステムであることを
批判的に検証した。

研究成果の概要（英文）：This is a joint research on influences of neocolonialism and its changes in 
North America and the Carribean Seas. After three researchers have individually conducted on-site 
investigations their areas of study, they have cooperatively conducted their researches on cultural,
 social and political aftermaths of colinialism over the ex-colonies. Detail consultation on the 
literature of the areas have also been done. The researchers have also done critical analyses on the
 reproduction process of asymmetrical relationship between the ex-suzerains and their colonies in 
today's commercial tourism, having proved that develpement ofthe tourism in the areas of study has 
been rooted in the past colonial policies and legacies.

研究分野： 20世紀アメリカ南部文学
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ィヴ　移動
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 本研究開始当初の背景には、ビル・アッシュ
クロフト他によるポストコロニアル文学・理論
のパイオニア的概説書である『ポストコロニア
ル文学研究』 (1989) の 2002 年刊行の改訂版
がある。そこには新たに「エコクリティシズム」
についての章が追加されたが、これはポストコ
ロニアル研究における新たな方向性を提示する
こととなった。具体的には、上掲書の編著者の
一人であるヘレン・ティフィンと『ポストコロ
ニアル・エキゾティック』の著者であるグラハ
ム・ハガンが 2010 年に出版した『ポストコロ
ニアル・エコクリティシズム』で提唱された、
ポストコロニアル研究とエコクリティシズムの
相互補完的関係の検証、及びその理論的枠組み
を敷衍したアンソニー・キャリガン他著の『ポ
ストコロニアル・ツーリズム』(2011)といった
概念がそれである。 
以上のような近年の研究動向を踏まえて、ポ
ストコロニアル研究とグローバル化との関係を、
北アメリカ(カナダ及びアメリカ合衆国)からカ
リブ海地域(アンティーガ、ハイチ)に至るアメ
リカ圏において、ツーリズムを鍵概念として多
面的に検証する必要があるという見解に三名の
共同研究者が合意し、そこから広くアメリカス
とヨーロッパの歴史的関係性とその文化的影響
と変容についての研究を企画するに至った。 
 
２．研究の目的 
本研究は、中京大学国際英語学部教員のクリ
ストファー・アームストロング、森有礼、杉浦
清文の三名による共同研究である。この共同研
究者は上記の背景に基づき、以下の目的を達成
することを目指す。 
(1) 対象地域それぞれにおける、旧宗主国の展
開する植民地政策の文化的・社会的及び政治的
影響について文献実証的に確認する。 
(2) 対象地域それぞれにおける現代のツーリズ
ムが、上記(1)に見られた植民地政策の影響の歴
史的遺産として継承されることで商業化されて
いることを確認する。 
(3) 現代の商業主義ツーリズムが、旧宗主国と
旧植民地との政治的・経済的不均衡をグローバ
ルに反復再生産するシステムであることを批判
的に検証する。 
(4) 上記(1)～(3)を通じて、ネオコロニアリズム、
コロニアリズム及びネイティヴィズムの批判的
分析を試み、ポストコロニアル研究とツーリズ
ム研究との実践的かつ理論的接合を目指す。 
 なお、三名の共同研究者は、それぞれカナダ、
アメリカ南部、カリブ海地域を対象エリアとし
て、それらを舞台とした小説・散文作品を中心
に、「旅行者の眼差し」がどのように作中に表象
され、機能し、実際的影響力を行使しているか
を分析する。 
 
３．研究の方法 
 上記の目的達成のために、三名の共同研究者
はそれぞれ以下の順序で研究を推進する。 
(1) 研究対象国もしくは地域の現地調査を通じ

て、研究対象とする時代の(広義の)植民地的状
況を確認する。アームストロングはカナダ東岸
部を訪れ、現代におけるカナダの観光資本化の
現状を確認する。森はアメリカ南部ミシシッピ
州を訪れ、南北戦争終了の南部の歴史的変容に
ついて調査する。杉浦はアンティーガを訪問し、
現代の高度に商業化されたツーリズムの様式と、
それを下支えする現地の住民の現状とを比較し
ながら調査する。 
(2)対象地域における植民地政策の文化的・社会
的及び政治的影響について文献実証的に確認す
る。具体的には、研究対象となる文学テクスト
が、当該研究対象地域や時代における植民地政
策をどのように表象し或いは隠蔽しているかを
確認し、そこから宗主国と植民地との非対称的
な権力構造を読み取る。 (3) 現代のツーリズム
が、旧宗主国と旧植民地との政治的・経済的不
均衡をグローバルに反復再生産するシステムで
あることを批判的に検証する。この際、単に研
究対象地域や時代の現状がコロニアルな権力関
係を内包していることを例証するのみでなく、
そのような関係を表象し反復再生産するシステ
ムとして、文学テクストの制度性と転倒性につ
いても批判的に議論することで、近代性に資す
る文学の制度性自体をも再検証する。 
 こうした実践を進めるために、アームストロ
ングはカナダ文学のテクストとツーリズムが、
観光資本形成における商業化戦略のあり方を分
析し、文学がネオコロニアリズムに果たす役割
を明らかにする。森は路と異界を巡る旅の言説
がアメリカ合衆国のナショナル・アイデンティ
ティを形成するバックボーンであることを明ら
かにし、それがネイティヴィズムに依拠してい
ることを明らかにする。杉浦はアンティーガを
中心として、奴隷制に代表される支配と搾取の
構造が、ネオコロニアリズムにおいていかに人
種化されるかを検証しつつ、旧宗主国による旧
植民地の経済的再植民化の現実を明らかにする。 
 (4) 上記(1)～(3)に基づき、各研究対象地域・
時代において、(ネオ)コロニアリズムとネイテ
ィヴィズムがどのように歴史的に相互規定して
きたかを検証することで、現代のツーリズムに
対する批判的分析を試み、ポストコロニアル研
究とツーリズム研究との実践的かつ理論的接合
を目指す。 
 
４．研究成果 
 以下に本研究の主たる成果を述べる。本研究
は大別して(1)ツーリズムにおけるコロニアリ
ズムの影響と推移を地域・時代別に検証したも
の（主として 2015・2016年度開催の、名古屋
大学との国際共同シンポジウムで得た成果）、ま
たそのバリエーションとして、(2)制度としての
文学との関連で広く旅や移動とナショナル・ア
イデンティティの問題を考察したもの（主とし
て 2014 年度日本英文学会中部支部シンポジウ
ムで得た成果）、及び(3)そこから派生したネオ
コロニアリズムとナショナリズムとの関係を分
析したもの(主として 2014年度の日本英文学会
中部支部シンポジウム及び 2017 年度の日本ア



メリカ文学会中部支部シンポジウムで得た成
果)の三つからなる。以降では、５．主な発表論
文等の一覧を参照する形で成果報告を行う。 
(1) ツーリズムにおけるコロニアリズムの影響
と推移を地域・時代別に検証したものとしては、
カナダの地域性における移民や棄民の問題を扱
ったアームストロングの〔雑誌論文〕②、③及
び〔学会発表〕⑬等、文学テクストを通じたア
メリカ南部のパノラマ化・商品化の問題を扱っ
た森の〔雑誌論文〕④及び〔学会発表〕⑪、⑬、
⑮、⑲及び〔講演〕②、また旧植民地における
ネオコロニアリズムの影響とそれに対する抵抗
を論じた杉浦の〔学会発表〕⑯、⑰及び〔図書〕
②、③等がある。これらを通じて、現代の商業
主義ツーリズムが、旧来の宗主国と植民地との
関係を構造的に反復しつつ、新たな覇権主義・
帝国主義のロジックにおいて運営される経済活
動であることが明らかになった。 
(2) 制度としての文学との関連で広く旅もしく
は移動とナショナル・アイデンティティの問題
を考察したものとしては、カナダにおける移動
と旅を巡る言説分析を通じて荒野開拓のイメー
ジを論じたアームストロングの〔学会発表〕①、
⑤、⑭、アメリカにおける旅が、路上における
他者や異界との邂逅を巡るナショナル・ナラテ
ィヴを形成することを論じた森の〔学会発表〕
⑥、⑱、及びディアスポラ経験が、自身を疎外
された漂泊者として帰郷体験を相対化すること
を論じた杉浦の〔学会発表〕④等がある。これ
らの研究で、旅行者/漂泊者というアイデンティ
ティが、それ自体アイデンティティ・ポリティ
ックスとして自他の関係を相対化する機能を果
たすことが明らかになった。 
(3) ネオコロニアリズムとナショナリズムとの
関係を分析したものとしては、明治期日本にお
けるカナダ人のオリエンタリズムを批判的に検
証したアームストロングの〔学会発表〕②、冷
戦期の日本とアメリカとの外交関係を分析する
ことで、戦後日本のナショナル・アイデンティ
ティが文化占領を契機として再構成されたこと
を論じた森の〔学会発表〕③及び〔雑誌論文〕
①、また同時代における日本の引揚者が体験し
た、自国の中での他者というアイデンティティ
について論じた杉浦の〔学会発表〕⑦や〔図書〕
④等がある。さらには、こうした問題意識から
派生して、現代大衆文化における他者表象と中
心性/周縁性との関連を論じた〔学会発表〕森⑧
及び杉浦⑨等は、ネイティヴィズムが内包する
排除と隔離の論理を明らかにする新たな知見を
導くもので、研究開始当初には予期していなか
った実りある研究成果といえる。 
 本研究では、海外でも最新の研究課題である
ツーリズムとコロニアリズムの関連について、
北米及びカリブ海地域において新たな知見を提
示した。特にネオコロニアリズムという参照枠
で眺めることでヨーロッパと「新大陸」との歴
史的関係が、現在も維持再構築され続けている
だけでなく、それが大西洋の両側の地域におい
て相互に必要不可欠な関係となっており、それ
がコロニアル的状況を維持する恒常的なシステ

ムであること、更には文学テクストがこうした
表象を再生産することでこうした経済的・文化
的非対称性を反復するシステムを担ってきたこ
とを確認できたのは、これまで余人の為し得な
かった大きな成果であった。また近年つとに関
心を集めているロード・ナラティヴ研究の分野
に対しても、特に新大陸のナショナル・アイデ
ンティティ形成が移動と他者との邂逅を通じて
実践されているのみならず、旅や移動の概念自
体が、新大陸における自己規定の根拠であると
いうイデオロギー的基盤を確立していることを
確認できたのは、今後のこの分野における大き
な貢献といえよう。また派生的な成果ではある
が、特に日中戦争及び太平洋戦争を背景として、
日本と他国(中国・アメリカ)とのポストコロニ
アル的関係にも考察を広め、研究の参照枠を大
西洋側から広く太平洋の反対側まで拡大するこ
とが出来たのも予想外の収穫だった。 
 今後は、新たにポストコロニアリズムにおけ
る自他の定義の基盤を成すネイティヴィズムの
批判的再検証をより包括的に展開することが課
題として掲げられる。 
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